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（名　称）

第１条　
この事業資金の名称は「日本機械学会機械工学振興事業資金」（以下「機械振興資金」という）と称する。

（目　的）                                       

第２条　
この機械振興資金は次世代を担う大学生までを対象とした「機械工学の未来を拓く有意義な事業」を行い，機械工学の振興の実を上げることを目的とする。

（資　金）

第３条　
機械振興資金は設立時の資金ならびに定款第４４条に基づく本会会員および一般からの寄付をもって充当する。資金は寄付者が特定の事業への使用を指定しない寄付からなる一般資金と、寄付者が特定の事業への使用を指定する特定資金とに区分して運用する。資金の取扱いは別に定める内規による。

（事　業）

第４条　
機械振興資金の使途は本規定第２条の目的に合致した事業に限定する。
（運営資金)

第５条　
財務理事は予算編成にあたり、当該年度の機械振興資金を利用できる予算額を決め、その運営を機械工学振興事業資金運営委員会に委託する。

（運  営)

第６条 
運営は別に定める機械工学振興事業資金運営委員会内規による。

（申　請）

第７条　
機械振興資金を申請出来る者は本会会員とし，毎年１０月までに申請書を会長に提出する。申請のあった事業計画は機械工学振興事業資金運営委員会で審査、検討の上、意見を付して理事会に上申する。

（審査機関及び決定）

第８条　
寄付の受入れおよび助成の可否は、機械工学振興事業資金運営委員会の審査に基づき理事会が決定する。

（会　計）

第９条　機械振興資金は安全な方法で管理し，一般資金口と特定資金口を設け、その管理者は財務理事 とする。
（処　分）

第１０条　機械振興資金は理事会の決議を得てその一部または全部を処分することができる。
付　則

１．
この規定は理事会の承認を得た日から施行する。

２．
この規定は理事会の承認を得て改正することが出来る。
